
今和6年度「学校安全総合支援事業」
モデル地域成果発表会

地域の白助力を高め、
共助の輪を広げる

長崎県立諫早東高等学校

田中麻里

学校安全総合支援事業 今和5～6年度

【学校安全の3領域

l.防犯を含む生活安全

2.交通安全

3.災害安全
NIB HPよ り

⇒一定の成果があつたが、さらに深化させたい

諫早東高校の「文化」にしていきたい
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学校安全総合支援事業 今和5～ 6年度

【今和5年度 副題】

関係機関と「自助」

地域と「共助」を確立

【今和6年度 副題】

地域の自助力を高め、

共助の輪を広げる

⇒地域や関係機関が一体となった自助力の向上

共助の輪を創り。広げる
⇒地域の担い手として、高校生の意識向上
⇒学校安全について、教職員の意識向上
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学校安全総合支援事業 今和5～ 6年度

今和6年度の深化

・小中学校や地域関係機関との連携

・生徒有志による活動

・被災者による防災減災講話
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学校安全総合支援事業 今年度の取組

生徒・教職員 全員で
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諫早東高校の

防災

思いを

馳せる

諫早東高校の防災学習

【7月 】土砂災害対策ワークショップ(卜 2年生)

長崎県土木都砂防課

【9月 】他県防災施設研修
1年生:熊本県防災センター

2年生:福岡市民防災センタニ
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諫早東高校の防災学習
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諫早東高校の防災学習

8

な
パ

‐
一　
」
ふ卜
＋

仲 「
|

・
離
フ
ｒ



諫早東高校の防災学習

【6月 】AED研修 (I年生) 諫早消防署

【H月 】起震車体験 (1・ 3年生と地域の小学校2校 )
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生徒が
↑
〕
Ｐ
・一町

昨年に引き続き2度 日の実施
I学年・保健体育科に引き継ぎ、授業として実施

諫早東高校の防災学習

【6月 】AED研1多 (1年生)

1

生徒が
一
Ｖ
フ
イ

校内のAEDの場所を

確諷しなければなら

ないと感じた。

「一次救命」という知

らなかった言葉を聞
けた。

救急車が来るまでの

9分の間に自分がA
急処置をしなければ

ならない。

胸骨圧迫のリズムや

深さ、手順を知らなけ

れば、とっさの時に動
けなかったかもしれ

ヽ七 0

苦手だけれど、勇気
を出して助けに行き

たい!消防隊員の

方々のだ構えがすご

くカッコ良かった。



諫早東高校の防災学習

【H月 】起震車体験 (1・ 3年生と地域の小学校2校 )

1

生徒が

あの揺れが来たら、パ

ニックになると思つた。
揺れが想像以上にひどく、机の下に隠れるとい

う行動自体が難しかったです。

起震車なので、「揺れ
る!」 と分かつていても

怖かった。経験をした
ので、揺れたらまず頭
を守るという行動を意
識して、生活します。

小学生と体験すること―で、高校生は共助のこと

も意識しないといけなも|ヽ と改めて思えて、良
かった。

周りに子どもがいたら、怖いなど言っていられ

ないのでt冷静に判断して、自分の身と同りの

安全を守ろうと思いました。
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【10月 H～ 12日 】防災学習及び避難所体験 (1。 2年生)
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諫早東高校の防災学習

【10月 (2日 間)】 防災学習及び避難所体験 (卜 2年生)

H日 (金)

PM I I・ 2年生全員 クロスロー ドゲーム (防災士渋谷香奈氏)

H日 (金)

放課後～翌朝
卜2年生希望者 避難所体験鎚難所のトイレ問題について

ディスカッション・停電体験・)

12日 (土 )

AM I。 2年生全員 防災学習 (選択制 3時間)
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対  象 内 容

諫早東高校の防災学習

Iコマだけの参加もOKです !

強
時  間

非常食パッククッキング

本校家庭科教諭

いぜという時の

消火器・消火栓訓練

(株 )シンテツク様

ロープワーク体験

日立諫早青少年
自然 の 家 凝

【Iコ マロ】

8:45～9:30(45)

いざという時の

消火器・消火栓訓練
(株Ⅲシンテック様

【2コマロ】

9:40-10:25(45)

身近なもので !

薦急処置法
日本赤十字社長崎支部 機

回立諌早青少年

自然の塞撤

ロープワ‐ク

体験
應 急 処 置法

日本赤十字社

長崎支部 様
酵脇冤
脚

【3コマロ】

10:35～ 〕I:20(45)

参加型図上演習

DIG研修
日本防災士会

長崎支部 様
非常用

パッククッキング
本校家庭科教諭



諫早東高校の防災学習
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諫早東高校 防災学習

【8月 】職員研修:気象庁ワークショップ 長崎地方気象台

教職員が

講義:災害リスク、警戒レベル、気象情報の基礎知識

WS:想定される気象状況においての、学校としての判断

【参加者】

本校教職員、回立諫早青少年自然の家、諫早市危機管理課、

長崎県庁児童生徒支援課、森山西小学校、小野中学校
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諫早東高校 防災学習 教職員が体験する

小中学校の先生との

協議は意義がある。校
種によって判断基準
が違うことを認識した。

確実に保護者全員に

子どもの安否が伝わ
る方法 (メール、SNS、
HP)の確認が発妥。

状況が次々

と変わる中
で、正しい

半u断ができ
るかどうか
の良いシュ

ミレーション

だった。

災害時に生徒をすぐ
に帰すことだけが正解
ではない。学校で寝
泊まりするだけの用意
があると安,せ。

グループ協議をするこ

とで、同じ状況でも考
える視点が違っていて、

良い機会だった。
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諫早東高校 防災学習 思いを馳せる 知る学ぶ

【10月 】防災減災講演会
「あなたとあなたの大切な人の命を守るために」

隷蕊機校守
防鍵滅鍵 講漠会

『あ
'ふ

るた睦あなたの大切な人の

命を守るためtG』

日時 0和 6年

10月 i8日 (と)

iO:30～ 12:00(10:IO闘■)

埒所 長時県立練早彙高等学校 体育館

勝鶴i愚畠犠轟雷n
槌みЮ出4口 いまて

麟…叫“

講師 :菊池 のどか 氏

束日本大震災時、岩手県

金石市立釜石束中学校
3年生
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諫早東高校 防災学習 思いを馳せる 知る学ぶ

【10月 】防災減災講演会
「あなたとあなたの大切な人の命を守るために」

森山西小学校5年生も参加
19

諫早東高校 防災学習 思いを馳せる 知る学ぶ

普段から避難訓練に真剣に

取り組んでいたから、さらに

高含へ避難する決断をし、行
動に移せたのだろう。

自分の生まれ育った場所が、

津波にのみこまれてしま)怖さ

や悲しさが、菊池さんのお話
から窺えました。自分の気持ち
の整理も追いつかない中でも、

小学生の手を引いて励まして

あげているところがすごいなと

思いました。

避難する際、鉄道の沿線を

手掛かりにしたというところ
が印象に残った。緊急時の

中学生の判断力に驚いた。

普段から周りをよく見て生活
していたからなのだろうか。
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諫早東高校 防災学習

【5月 】第 1回避難訓練 (火災)

【II月 】第2回避難訓練 (地震)

【9月 】ショート訓練
【6、 II月 】緊急地震速報の訓練への参加
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諫早東高校 防災学習

生 徒 :落ち着いて放送を聞き、正しい経路を

通って、避難する

教職員:①役割分担の確認、生徒の安全確保

22   ②災害時対応・危機管理体制の確認

【5月 】第 1回避難訓練 (火災)

Ь休み時間に火災発生 (生徒への事前の周知無し)

・職員へは日時のみ周矢口、出火場所は周矢口無し
。当日放送担当が出張のため不在泳当で→



諫早東高校 防災学習

生徒 落ち着いて放送を聞く

i年生 80% 20%(6)
2年生 93% 7%(3)

3年生 ]00% 0%
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諫早東高校 防災学習

生徒 落ち着いて放送を聞く

【できなかった理由】

24

びっくりした ″ヾニックになった
危機感と不安感で
周りがうるさかった
火災報矢口音がうるさかった



諫早東高校 防災学習

教職員① 役割分担、生徒の安全確保
② 災害時対応・危機管理体制

の確認
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諫早東高校 防災学習

①役割分担、生徒の安全確保
。役割分担カードの活用

・非常時の放送機器対応

:鶏 電
:土環〓男L

≒
韓 !」

の校内研修の実施
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諫早東高校 防災学習

② 災害時対応・危機管理体制の確
・窓が開いている教室 ⇒ 指示の徹底

・トイレ等に生徒がいないかの確認も

した方が良いのでは?⇒ 各階の共助

・出席簿は誰が持っていく?
⇒役割の確認

27
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諫早東高校 防災学習

② 災害時対応。危機管理体制の確認
・報知音が大きすぎて、アナウンスの
指示が生徒の耳に届いているのか?
⇒ 別の階との連携

・体育館や校舎の外 (中庭)では、放送
が聞こえない…・
→ 校舎外での動きの確認

28



諫早東高校 防災学習

② 災害時対応・危機管理体制の確認
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学校設備について知る

学校設備の不具合・不調に気づく

教室の配置を知る

【H月】第2口避難訓練 (地震―本震。余震⇒教室内避難)

。生徒・教職員へは事前周知・放送機器使用不可を想定
・傷病者・体調不良者発生⇒負傷者カードで情報集約
i傷病者は保健室へ搬送

諫早束高校 防災学習

生 徒①ショート訓練の成果確認
②安全確保行動の中にも共助の精神

教職員①役割分担の確認t負傷者搬送
②災害時対応・危機管理体制の確認
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ショー ト訓練 手順

安全確保行動

の線
離 は自己納

クラスで撮返り

緊急地震速報

鶴
数回行います

し▼薄酵研静い鳴るか

分かりません
|

放送機器が使えないので 。0   ●

・―
―

＝・ア
か

討

il燻

隠

＝ 嘩



放送機器が使えないときのために 。●    ●

諫早東高校 防災学習
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諫早東高校 防災学習

35

この間にも地震の報知音
が鳴ることがあります

諫早東高校 防災学習

生徒①ショート訓練の成果確認
②安全確保行動の中にも共助の精神

・シヨート訓練の成果があつた

・担架の運送、傷病者搬送の

補助にも積極的に関わる

姿勢
36



諫早東高校 防災学習

生徒②安全確保行動の中に共助の精神

・搬送補助中(余震)の安全確保行動 X
⇒担架(校内2か所)に
ヘルメット設置

37

安全確保行動を取らなけ
ればなりません。まず頭を

守ることが大切です。

諫早東高校 防災学習

・実際に行動⇒改善点・反省点を矢口る

。日ごろの積み重ね、落ち着いた学校生活が大切

・担架の場所、AEDの場所もう一度全員で

確認
⇒棚迷の方法、担架・AEDの場所、日々 の学校生活

教室掲示にて、リフレクション
38



教室掲示
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諫早東高校 防災学習

教職員①役割分担の確認、負傷者搬送
②災害時対応・危機管理体制の確認

・実際に行動・使用する

(緊急持出パックの利用)

⇒改善点・反省点を知る
。ブレーカTの場所

40⇒事務室と確認
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諫早東高校 防災学習

教職員①役割分担の確認、負傷者搬逃

②災害時対応・危機管理体制の確認

・教室内の整備 (棚、窓、天丼への対応)

。負傷者カードの提示の仕方 (人数)

。保健室搬送に関する判断 (教室内で対応可)

。定期的・日常的なモノの点検 (不倍は改善)

41
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諫早東高校 防災学習

4

・総合的な探究の時間のグループ
・防災倶楽部EASTers ・1生徒会

・近隣の小中学校・地域の
・地域の公民館市民講座
。講師として関わってくださった方の団体

社会福祉協議会



諫早東高校 防災学習
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諫早東高校 防災学習
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諫早東高校 防災学習

諫早束高校防災week
ム
ロ のため、9月 施 ヘ 延期

⇒(9/2～9/7)

授業力・本日互授業参観用問(I1/5～ H/15)

45

色んな先生が

諫早東高校 防災学習

諫早東高校防災week(1・ 2年 :9/2～9/9)

I。 動画で学ぶ防災(防災クイズ動画)

2。 災害用伝言ダイヤル体験
3.ショート訓練(3年生含む)

4.I日 前プロジエクト
5。 防災標識・ピクトグラムを知る

46



諫早東高校 防災学習

授業力・本日互授業参観朋問(I1/5～ H/15)

47

Pepper(んと学ぶ防災保健体育

地歴公民 津波。地震による被害

英 語 防災miniディベート

化 学 鉛蓄電池 (バッテリーの利用)

身近な水を調べてみよう(災害時奮Ⅲ二h生 物

防災ロゴマーク制作美 術

諫早東高校 防災学習

0

t

11お凸L

先生が

【防災miniディベー同

“We should accept
the handicapped
people in an
evacuction sheiter."
「障がいがある人を避難所に

受け入れるべきである。」



諫早東高校 防災学習
先生が

【バッテリTの活用】
目的:バッテリーの特徴を調

べ、確認するとともに、
災害時での活用方法を

学校全体の取組

行 事 ・ 取  組 関係機関・担当

5 避難訓練 (火災) 一

6 AED研修 (I学年)

7 土砂災害ワークシヨップ (1・ 2晋子年)

8 気象庁ワ‐クシヨップ (職員研修)

9 防災week

9 他県防災センター訪問研修

諫早消防署

諫早消防署

鵡

長崎地方気象台

本校職員

福岡市民防災センタ

熊本県民防災センタ
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学校全体の取組

10避難所体験および防災学習

10防災減災講演会

H 起震車体験

H 避難訓練 (地震)

H 防災を題材にした授業

スライドi3参照

菊池のどか氏

県児童生徒支援課
県消防学校

諌早消F方署

本校教職員

51

行 事 。取  組 関係機関・担当

生徒主体 (防災倶楽部EASTers)の取組

茜行 事・ 取  組 ・担当

5 体育祭「回長を救え!防災リレー」

7諌早大水害を語り継ぐ(成果発表)

8親子防災教室 (森山公民館請座)

10長崎県国民保護共同実動訓練

12全国中学生。高校生防災会議

防災倶楽部EASTerS

本明川を語る会

諫早消防署

自2V嚇菜

防災マグネット/防 災カレンダー /防災しおり

我が町AEDマツプ
52



教職員 参加した研修。セミナー等

7 学校安全指導者養成研修

8 学校安全教室推進研修会

8 学校安全実践力向上セミナー

II学校安全指導者研修会

12先進校視察
宮城県立多賀城高等学校

独立行政法人

教職員支援機構

長崎県教育委員会

弾

53

行 事・ 取  組 関1系機関・担当

学校安全総合支援事業 今和5～ 6年度

これからもずっと根付いていくために

βせがけていたこと
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学校安全総合支援事業 今和5～ 6年度

① 自分事として捉える(生徒・教職員)

・一つ一つの取組を関連付け、線にする

。当事者になって考える/行動する/振り返る

。年度当初の目線合わせ。振り返り。自己評価

⇒教室掲示、職員会議の議題として扱い、

改善すべき点。改良した点をし白ヒで共有
55

学校安全総合支援事業 今和5γ 6年度

②無理なく継続できることを着実に行う

。各分掌、各学年が計画。実施・振り返り

。1つの取組につき、1～ 2の達成項目

⇒ 次口。翌年に向けて、少しずつレベルアップ
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学校安全総合支援事業 今和5～6年度

③ 防災・減災を日常生

。教室掲示 (年度初め)

ヽ

の中に落とし込む
喩

まず 低く

頭を 守り

園 動かない

・職員用ネームタグ ど ,'中停【,'

・防災減災の新聞記事

。「ある」ものを生かす

57

諄

学校安全総合支援事業 今和5～ 6年度

③ 防災・減災を日常生活の中に落とし込む

。「ある」ものを生かす

(例)校内の防災設備
(消火器・消火栓。AEDう担架)

地域の人材
防災に関するHP/動画
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学校安全総合支援事業 今和5～6年度


